別紙1
平成29年度厚生労働省委託事業
「看護職員の多様なキャリアと働き方　実態調査」概要

1.調査の目的
平成29年度　厚生労働省委託事業「看護職員の多様なキャリアパス周知事業」において、地域包括ケアの推進や地域医療構想の実現に向けて、看護職員の数の確保とともに活躍する場の多様化に対応することが求められております。
この事業は、看護職員の多様な働き方のモデルを作成し、看護職や看護学生に向けて周知することにより、看護職自身に働き方の選択肢は多岐にわたることを認識してもらい、自身のライフサイクルやスタイルに合わせた柔軟な働き方を選択し、キャリアの継続や新たなキャリア形成につなげていくことを目的としております。
看護職員の多様な働き方のモデルを作成するにあたり、現在就業中かどうかに関わらず、全ての看護職を対象とし、どのようなキャリアをたどっているのか、もしくはライフサイクルに応じてどのようにキャリアを形成しているのかの実態を明らかにし、看護職員の多様な働き方のモデルを作成する基礎資料と致します。

2.調査方法
· 調査はインターネットを用いた個人調査です。調査画面へのアクセス手順は2つの方法があります。
①URLを直接入力する方法
　※後日法人会員ネットに掲載する資料にURLを記載します。
②「日本看護協会」のホームページからアクセスする方法
　日本看護協会ホームページトップ画面にある「新着情報」からのアクセスできます。
· 調査画面上において、下記（自由意思に基づくご回答のお願い、匿名性の確保、倫理的配慮、個人情報保護）についてのご説明をしていますので、調査ご協力依頼に際して改めてのご説明は不要です。

3.調査回答期間
平成29年9月22日(金)9:00～平成29年10月13日(金)23:59

4.調査対象
　看護職免許保持者（保健師・助産師・看護師・准看護師）

5.自由意思に基づくご回答のお願い
調査につきましては自由意思によるご協力をお願いするものであり、調査にご協力いただけない場合にも、不利益が生じることはございません。

6.匿名性の確保
調査より得られたデータは施設や個人が特定できないように統計処理をいたしますので、ご回答いただきました皆様にご迷惑をおかけすることは一切ございません。

7.倫理的配慮
本調査は日本看護協会研究倫理委員会による倫理審査を受け、承認されております。

8.個人情報保護
ご回答いただいた調査票は、本会が個人情報保護契約（機密保持契約）を締結した調査委託業者により回収され、一定期間後に本会が適切な方法を用いて廃棄いたします。

9.結果の公表
調査結果を平成30年3月に厚生労働省に報告し、あわせて「看護職員の多様なキャリアパス周知事業」報告書に掲載する予定です。
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